
まえがき＝都市ゴミ焼却炉から発生する残渣に対する環
境負荷の最小化とリサイクル性の観点から，その減容化
と無害化が強く求められている。焼却工場から排出され
る飛灰中には重金属類およびダイオキシンといった有害
物が含まれるため，これら廃棄物の減容化と無害化・安
定化が同時に達成可能である溶融処理技術に大きな注目
が集まり，国内外での開発・実用化が推進されている 1）。
　灰溶融処理技術のベースは，精錬・製鋼分野で構築
された技術である。その反応機構などは複雑なため，廃
棄物処理への適用においては，反応の細部などの不明な
点が多く，解明すべ傅む
る。
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